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●会社の持続的な発展こそが社員還元のさらなる充実、働きがいの向上、社員・家族の幸福の実現に

つながっていくという前提に立ち、厳しい経営環境や経営課題について改めて認識を共有すること

が重要である。

●直近の業績、増収増益になっているが、台風１９号の影響額は確定していないが、通期の決算状況

は厳しいことが見込まれ、今後のコストは慎重に見極める必要がある。

●また、人件費は２０２３年頃から上昇に転じ、物件費についても業務委託が進む中で、グループ会

社の人材確保も必要なことから増加が見込まれる。

●６期連続の基本給改定、エルダー社員・グリーンスタッフの賃金水準の引き上げ、通勤手当や別居

手当等の見直し、その他様々な処遇改善などによる人件費への影響等、総合的に判断していく必要

があると考えている。

会社も 「あと６年もしないうちに、国鉄採用者全員が
定年を迎える。世代交代は正念場」と言っている。

＜ 会社の現状認識と基本スタンス＞


